
阿智村事務事業評価シート
担当者 民生課 福祉係

①事務事業の概要

事業の終期
②事務事業の計画（PLAN）、取組（DO)

項目 金額 項目 金額 項目 金額

えんばな屋根工事 31,860 阿智荘部屋改修 591 つばさ等外壁塗装 2,538
えんばな屋根工事設計 1,242 阿智荘灯油タンク更新 2,462

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度
実績額 (千円) 5,724 38,693 57,065

うち一般財源 5,724 38,693 57,065

うち補助金
うち個人負担

正規職員
臨時職員

③評価（CHECK)
区分 個別判定 総合判定
必要性 a

a

a

a

有効性 A

効率性 a

b

公平性 受益者負担は適切か A

④改善（ACTION)
継続・維持

総合評価

歳出の
内訳
(千円)

事業の方向性

課題

今後の取り組み 利用者、施設の職員が安心して施設を利用できるようになり、所期の目的が達成された。今後も、計
画的に施設改修を行う。

村内の福祉施設は数多くあり、年数も経過しており老朽化が進んでいる。

B

各施設は多くの方が利用する施設であり､整備改修は公平である。

施設等の改修、更新をしたことで施設の延命化が図られた。

村の関与は妥当か

手段、成果は妥当か

住民のニーズは高いか

村の施設であり妥当。

A

対象者の設定は妥当か

期待された効果が得られ
たか

コストの削減に努めたか

効率性を高める工夫はさ
れたか

多くの方が利用する施設であり妥当。

２．だれもが健康で、心安らぐ村／福祉・健康・医療の充実／高齢者福祉

A

入札執行し適正価格で工事を発注した。

将来のことも考慮し改修を行った。

判定理由
施設整備や機能を充実することで安全な利用の
継続ができる
安全で良好な施設運営のため妥当。

　各施設の老朽化やその他の不具合を解消し、業務に支障のない安全で良好な施設運営ができる。

関連する主な計画等

(人)
従事職員

事務事業名

実施方法
事業の対象者
事業開始年

福祉関係施設改修

総合計画での位置づけ

区分

事
業
コ
ス
ト

具体的取組 　デイサービスセンターえんばな等の雨漏り防止のための屋根改修
　特養阿智荘ショートステイ部屋（２床）の改修
　特養阿智荘の地下灯油貯蔵タンクの更新
　夢のつばさ・第２幸寿苑の外壁塗装

実績・効果

根拠法

村設置の福祉施設

実施目的 デイサービスセンターえんばな及び浪合診療所施設の雨漏りや特別養護老人ホーム阿智荘の地下
灯油貯蔵タンクの更新など、福祉関係施設の必要な改修工事を実施。

直接実施 業務委託 補助金交付 負担金 その他 

時期不明 終期未定 


